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(出展:厚生労働省「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働に関する検討委員会」資料) 
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(出展:内閣府「孤独・孤立対策に関する施策の推進を図るための重点計画（孤独・孤立対策重点計画）」) 
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さまざまな立場・年齢・境遇にあっても、孤立することなく 

人とのかかわりの中でよりよく生きていく 

目指す姿（ありたい状態）

ふつうに暮らせるしあわせ

誰ひとり取り残されない社会の実現
ビジョン

 基本理念

Well-being 

相談に至るボトルネック
の解消 まわりの気付き
と支えの強化 

解決すべき課題

多様なライフスタイルに応
じた、負担のない・縛られ
ない・興味関心に応じた活
動の発掘とコーディネート
機能の強化 

多様な世代が参加しや
すい活動や運営体制の
推進 
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